
入身転換

��������������������

合 気 道 新 聞 第６９５号平成３０年１２月１０日（１） （毎月１回１０日発行）

第
５８
回
全
国
学
生
合
気
道
演

武
大
会
は
、
１１
月
１７
日
に
日
本

武
道
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
８５

団
体
６
２
５
名
の
演
武
者
が
学

生
ら
し
い
元
気
の
良
い
演
武
を

行
っ
た
。

第
�
部
は
、
関
東
学
生
合
気

道
連
盟
２８
団
体
、
東
北
学
生
合

気
道
連
盟
２
団
体
、
中
部
学
生

合
気
道
連
盟
７
団
体
、
賛
助
団

体
１
団
体
、
昨
年
度
連
盟
賞
受

賞
団
体
の
防
衛
大
学
校
、
明
治

薬
科
大
学
、
日
本
体
育
大
学
が

演
武
を
し
た
。
�
部
の
演
武
が

終
わ
る
と
、
植
芝
充
央
本
部
道

場
長
に
よ
る
稽
古
錬
成
が
行
わ

れ
た
。
稽
古
錬
成
は
今
回
約
２

９
９
人
の
学
生
が
集
ま
り
、
学

生
同
士
が
稽
古
を
通
し
て
交
流

を
深
め
稽
古
錬
成
が
終
了
し

た
。第

�
部
の
演
武
で
は
関
東
学

生
合
気
道
連
盟
１８
団
体
、
関
西

学
生
合
気
道
連
盟
９
団
体
、
北

海
道
学
生
合
気
道
連
盟
２
団

体
、
中
・
四
国
学
生
合
気
道
連

盟
８
団
体
、
昨
年
度
連
盟
賞
受

賞
団
体
の
東
北
大
学
、
愛
知
淑

徳
大
学
、
立
命
館
大
学
、
昨
年

度
斯
道
奨
励
賞
の
日
本
大
学

（
法
経
済
商
学
部
）
、
昨
年
度

会
長
賞
の
上
智
大
学
Ｓ
ｏ
ｐ
ｈ

ｉ
ａ

Ａ
ｉ
ｋ
ｉ
ｋ
ａ
ｉ
、
最

後
に
植
芝
守
央
道

主
に
よ
る
総
合
演

武
が
行
わ
れ
た
。

多
く
の
学
生
が
畳

を
囲
み
、
間
近
で

植
芝
道
主
の
演
武

を
拝
見
し
た
。
総

合
演
武
終
了
後
、

学
生
か
ら
花
束
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。

閉
会
式
で
は
第

５８
回
全
国
学
生
合

気
道
演
武
大
会
の

会
長
賞
を
斯
道
奨

励
賞
・
連
盟
賞
が

表
彰
さ
れ
た
。
今

回
は
、
会
長
賞
を

法
政
大
学
合
気
道

部
、
斯
道
奨
励
賞

を
防
衛
大
学
校
合

気
道
部
、
連
盟
賞

を
酪
農
学
園
大
学

合
気
道
部
、
千
葉

工
業
大
学
体
育
会

合
気
道
部
、
東
京

経
済
大
学
体
育
会

合
気
道
部
、
中
京

大
学
体
育
会
合
気
道
部
、
和
歌

山
大
学
女
子
合
気
道
部
、
和
歌

山
大
学
男
子
合
気
道
部
、
岡
山

大
学
合
気
道
部
が
各
賞
を
受
賞

し
た
。
演
武
大
会
終
了
後
、
祝

賀
会
が
行
わ
れ
、
各
地
区
の
次

期
新
委
員
長
が
発
表
さ
れ
た
。

各
地
区
次
期
委
員
長
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

▽
全
国
・
関
東
学
生
合
気
道
連

盟
委
員
長

西
山
奈
那
（
法
政

大
学
）

▽
北
海
道
学
生
合
気
道
連
盟
次

期
委
員
長

岡
崎
泰
勢
（
北
海

道
大
学
）

▽
東
北
学
生
合
気
道
連
盟
次
期

委
員
長

藤
井
更
紗
（
東
北
大

学
）

▽
中
部
学
生
合
気
道
連
盟
次
期

委
員
長

水
野

雄
太
（
中
京
大

学
）

▽
関
西
学
生
合

気
道
連
盟
次
期

委
員
長

小
野

慎
太
朗
（
龍
谷

大
学
）

▽
中
四
国
学
生

合
気
道
連
盟
次

期
委
員
長

牧

愛
美
（
山
口
県

立
大
学
）

祝
賀
会
は
道

主
、
来
賓
、
大

学
の
先
生
方
、

多
く
の
学
生
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
交
流
を
深
め
た
会
と
な

っ
た
。
第
５８
回
全
国
学
生
合
気

道
演
武
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

植芝道主による総合演武

平
成
３０
年
度
植
芝
盛
平
翁
顕

彰
事
業
「
植
芝
盛
平
翁
の
故
郷

を
訪
ね
て
」
は
１０
月
２７
日
か
ら

２８
日
に
和
歌
山
県
田
辺
市
に
て

行
わ
れ
た
。

ま
ず
２７
日
午
後
２
時
か
ら
１

時
間
、
少
年
部
の
稽
古
が
梅
津

翔
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員
に

よ
る
指
導
で
、
田
辺
市
立
武
道

館
に
て
行
な
わ
れ

た
。
合
気
道
の
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
田

辺
市
立
明
洋
中
学
校

の
生
徒
も
参
加
し
、

約
６０
名
が
集
ま
っ

た
。続

い
て
午
後
３
時

半
か
ら
植
芝
守
央
合

気
道
道
主
特
別
講
習

会
が
行
わ
れ
た
。
和

歌
山
県
を
は
じ
め
関

西
地
区
を
中
心
に
幅

広
い
地
域
か
ら
４５
団

体
、
約
２
０
０
名
が

参
加
し
た
。
植
芝
道

主
は
転
換
法
、
入
身
、
呼
吸
法

の
基
本
的
動
作
が
全
て
の
技
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
、
基
本
技
を
中
心
に
指
導
さ

れ
た
。

講
習
会
終
了
後
、
紀
伊
田
辺

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
会
場

を
移
し
、
道
主
を
囲
ん
で
の
交

流
会
が
行
わ
れ
た
。
会
の
初
め

に
は
明
洋
中
学
校
の
生
徒
に
よ

る
合
気
道
の
授
業
の
成
果
と
し

て
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
佐
武
正
章
田
辺
市
教
育
委

員
会
教
育
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
道
主
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。２８

日
は
植
芝
盛
平
翁
を
偲
ぶ

会
が
開
祖
菩
提
寺
の
高
山
寺
で

行
わ
れ
た
。
曽
我
部
大
剛
住
職

の
読
経
の
中
、
植
芝
道
主
夫
妻

を
は
じ
め
約
１
０
０
名
が
焼
香

し
、
法
要
後
に
墓
参
り
し
た
。

ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
そ
の
後

田
辺
市
市
内
を
観
光
し
た
。
今

回
の
ツ
ア
ー
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
滞
り
な
く
日
程
を
無
事
に

終
了
し
た
。

愛
知
講
習
会
に

５
０
０
名
が
参
加

平
成
３０
年
度
愛
知
県
合
気
道

連
盟
講
習
会
が
１１
月
４
日
、
植

芝
充
央
本
部
道
場
長
を
お
招
き

し
て
愛
知
県
武
道
館
に
て
開
催

さ
れ
た
。
東
海
地
方
は
も
と
よ

り
、
関
西
方
面
か
ら
も
参
加
者

が
あ
り
、
６０
団
体
５
０
０
名
を

超
え
る
活
気
の
あ
る
講
習
会
と

な
っ
た
。

午
前
は
中
学
生
以
下
を
対
象

と
し
た
少
年
講
習
会
が
、
約
１

０
０
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
。
受
身
、
膝
行
か
ら
正
面
打

ち
入
身
投
げ
等
、
基
本
技
を
中

心
に
指
導
さ
れ
た
。

午
後
は
高
校
生
以
上
を
対
象

と
し
た
一
般
講
習
会
が
行
わ
れ

た
。
植
芝
道
場
長
は「
入
身
」、

「
転
換
」、「
転
身
」
「
呼
吸
法
」

と
４
つ
の
基
本
動
作
の
重
要
性

と
関
連
性
を
強
調
し
、
基
本
技

を
中
心
に
指
導
さ
れ
た
。

そ
の
後
場
所
を
移
し
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
大
塚
耕
平
参
議
院

議
員
も
臨
席
さ
れ
た
な
か
、
道

場
の
代
表
者
を
中
心
に
１
０
０

名
が
参
加
し
、
和
や
か
な
う
ち

に
解
散
し
た
。

道

歌

美
し
き

こ
の
天
地
の

御
姿
は

ぬ
し主

の
つ
く
り
し

一
家
な
り
け
り

道主による指導

植芝本部道場長による指導

大
阪
府
連

初
の

指
導
者
講
習
会

大
阪
府
合
気
道
連
盟
は
１０
月

２８
日
植
芝
充
央
本
部
道
場
長
を

お
迎
え
し
第
１
回
指
導
者
講
習

会
を
開
催
し
た
。
爽
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
、
講
習
会
に
は
加
盟

団
体
の
責
任
者
・
中
堅
指
導
者

を
中
心
に
会
場
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
１
２
０
名
の
参
加
と
な
っ

た
。
今
年
発
生
し
た
地
震
・
台

風
の
影
響
に
よ
り
公
共
施
設
の

使
用
制
限
が
続
く
中
、
当
連
盟

会
長
の
豊
中
正
泉
寺
道
場
を
会

場
と
し
た
。

植
芝
本
部
道
場
長
に
は
指
導

す
る
上
で
大
切
な
受
身
、膝
行
、

構
え
、
足
捌
き
か
ら
基
本
技
で

あ
る
呼
吸
法
、
一
教
、
四
方
投

げ
、
入
身
投
げ
を
中
心
に
一
つ

一
つ
丁
寧
に
ご
指
導
頂
い
た
。

参
加
者
全
員
が
植
芝
本
部
道
場

長
に
直
接
手
を
取
っ
て
ご
指
導

頂
き
休
憩
無
し
の
２
時
間
、
熱

気
溢
れ
る
意
欲
的
な
稽
古
会
と

な
っ
た
。
参
加
者
は
普
段
の
指

導
で
つ
い
つ
い
見
逃
し
て
し
ま

う
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
再
認
識

す
る
と
共
に
技
の
正
し
い
理
解

と
指
導
に
際
し
て
の
重
要
な
事

項
に
関
し
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
た
。

講
習
会
終
了
後
、
参
加
全
員

よ
り
当
会
を
連
盟
の
継
続
会
と

し
た
い
と
の
希
望
の
声
が
あ

り
、
来
年
早
々
に
第
２
回
目
の

指
導
者
講
習
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
（
大
阪
府

合
気
道
連
盟
事
務
局

羽
賀
文

彦
）

植芝本部道場長の二教

植芝本部道場長の一教

木
枯
ら
し
一
番
が

吹
く
こ
と
も
な
く
師

走
を
迎
え
た
。
暖
冬

で
あ
ろ
う
か
。
北
海

道
の
初
雪
も
今
年
は

か
な
り
遅
れ
て
い
た

よ
う
だ
。

来
年
の
デ
ス
ク
ダ
イ
ア
リ
ー

を
買
っ
た
。
各
月
の
年
号
の
と

こ
ろ
が
５
月
以
降
は
ブ
ラ
ン
ク

と
な
っ
て
い
た
。
い
よ
い
よ
平

成
の
時
代
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か

と
な
っ
た
。

先
月
、
平
成
最
後
の
全
国
学

生
合
気
道
演
武
大
会
が
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
各
大
学

の
演
武
や
本
部
道
場
長
に
よ
る

稽
古
錬
成
、
そ
し
て
最
後
は
道

主
に
よ
る
総
合
演
武
と
続
い

た
。
大
会
の
運
営
も
含
め
き
び

き
び
と
し
た
進
行
は
学
生
ら
し

さ
に
溢
れ
て
い
た
。
演
武
で
は

部
員
数
が
少
な
く
出
場
者
も
少

な
い
大
学
が
あ
っ
た
が
、
出
場

者
が
一
生
懸
命
演
武
す
る
姿
に

激
励
の
拍
手
を
送
っ
た
。
創
立

５０
周
年
と
か
６０
周
年
と
い
う
ア

ナ
ウ
ン
ス
も
あ
っ
た
。
連
綿
と

続
い
て
い
る
伝
統
の
灯
を
少
人

数
で
守
り
続
け
て
い
る
よ
う

だ
。
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
に

は
現
役
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
是

非
お
願
い
し
た
い
。

こ
の
程
、
文
部
科
学
省
の
中

央
教
育
審
議
会
が
「
２
０
４
０

年
の
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
と
位
置
付
け
た
答
申

を
発
表
し
た
。
大
学
教
育
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
答
申

だ
。
１８
歳
人
口
の
減
少
を
踏
ま

え
た
大
学
の
規
模
や
地
域
配

置
、
そ
し
て
大
学
の
統
合
や
連

携
も
検
討
し
て
い
く
よ
う
だ
。

教
育
研
究
体
制
に
も
多
様
性

と
柔
軟
性
を
確
保
し
た
い
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
人
や

留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
な
ど
学
生
の
多
様
化
を
図

る
。
実
務
家
、
若
手
、
女
性
、

外
国
籍
な
ど
の
人
材
を
登
用
す

る
な
ど
教
授
陣
も
多
様
化
す

る
。
多
様
で
卓
越
し
た
「
知
」

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や

科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る

と
言
っ
て
い
る
。

大
学
の
教
育
と
研
究
の
仕
組

み
や
制
度
が
新
し
い
年
号
の
時

代
に
相
応
し
い
も
の
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

（
可
児

晋
）

全国学生合気道演武大会
第
５８
回

８５
団
体
６
２
５
名
が
参
集

盛
平
翁
の
顕
彰
事
業

故
郷
を

訪
ね
て

◇本部道場の年末・年始行事予定◇
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合 気 道 新 聞 （２）平成３０年１２月１０日第６９５号

第
６
回
全
国
合
気
道
指
導
者

研
修
会
は
（
主
催
（
公
財
）
日

本
武
道
館
、（
公
財
）
合
気
会
）

１１
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
日
本

武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
（
千
葉

県
勝
浦
市
）に
て
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
は
学
校
教
育
に
お
け

る
合
気
道
の
指
導
法
に
関
す
る

実
技
と
講
義
を
行
い
、
学
校
に

お
け
る
合
気
道
の
指
導
の
充
実

に
資
す
る
こ
と
を
趣
旨
に
行
わ

れ
６
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
特

別
講
師
に
植
芝
守
央
道
主
、
講

師
に
魚
住
孝
至
放
送
大
学
教

授
、
立
木
幸
敏
国
際
武
道
大
学

体
育
学
部
教
授
、
川
城
健
元
国

際
武
道
大
学
特
任
准
教
授
、
尾

�
�
全
日
本
合
気
道
連
盟
理
事

長
、
林
典
夫
（
公
財
）
合
気
会

常
務
理
事
、
金
澤
威
本
部
道
場

指
導
部
師
範
、森
智
洋
同
師
範
、

日
野
皓
正
同
指
導
員
、
助
講
師

に
梅
津
翔
同
指
導
員
を
迎
え
、

保
健
体
育
科
教
員
８
名
、
全
国

の
都
道
府
県
よ
り
連
盟
関
係
者

６２
名
が
参
集
し
た
。

２
日
開
講
式
で
は
主
催
者
と

し
て
植
芝
道
主
が
「
回
を
重
ね

る
ご
と
に
本
研
修
会
が
充
実
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
改
訂
さ
れ
る
中

学
校
学
習
指
導
要
領
に
合
気
道

を
含
め
全
９
武
道
が
明
記
さ
れ

ま
す
。
今
後
は
合
気
道
を
選
択

す
る
中
学
校
が
更
に
多
く
な
る

か
と
思
い
ま
す
の
で
保
健
体
育

科
の
教
員
の
方
々
に
合
気
道
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
地
域
の

指
導
者
の
方
々
に
は
要
請
が
あ

っ
た
場
合
に
対
応
を
取
れ
る
よ

う
整
え
て
い
く
こ
と
が
私
ど
も

の
役
目
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て

三
藤
芳
生
（
公
財
）
日
本
武
道

館
理
事
・
事
務
局
長
よ
り
「
本

研
修
会
の
目
的
は
合
気
道
の
指

導
者
の
質
を
向
上
さ
せ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
指
導
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
研
修
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
合
気
道
の
素
晴

ら
し
さ
を
し
っ
か
り
指
導
で
き

る
よ
う
、
充
実
し
た
３
日
間
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

研
修
会
は
植
芝
道
主
に
よ
る

「
合
気
道
と
は
」
の
講
演
で
始

ま
っ
た
。
合
気
道
の
歴
史
、
稽

古
方
法
、
技
法
の
説
明
が
あ
っ

た
。
続
い
て
川
城
元
特
任
准
教

授
に
よ
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
な
げ
る
合
気
道
の
授
業
」
の

講
義
が
行
わ
れ
、
道
場
と
体
育

授
業
に
お
け
る
指
導
の
違
い
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
に
繋

が
る
授
業
を
す
る
た
め
に
は
、

生
徒
に
合
気
道
の
特
性
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
で
楽
し

さ
や
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
説
明
し
た
。

３
日
は
梅
津
指
導
員
に
よ
る

中
学
校
合
気
道
指
導
法
�１
、
日

野
指
導
員
に
よ
る
中
学
校
合
気

道
指
導
法
�２
が
行
わ
れ
、
保
健

体
育
科
教
員
と
学
校
関
係
者
を

対
象
に
中
学
校
武
道
授
業
に
即

し
た
各
技
の
技
法
説
明
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
都
道
府
県
連
盟
関

係
者
は
尾
崎
理
事
長
の
司
会
進

行
に
よ
る
全
国
指
導
者
研
修
�１

に
出
席
し
、
「
倫
理
観
の
質
の

向
上
に
つ
い
て
」
を
議
題
に
ブ

レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
っ

た
。
午
後
は
、
林
常
務
理
事
司

会
進
行
の
も
と
全
国
指
導
者
研

修
�２
が
行
わ
れ
た
。
佐
藤
貴
東

京
都
立
江
北
高
等
学
校
保
健
体

育
科
教
諭
、
四
元
栄
治
聖
和
学

院
中
学
校
保
健
体
育
科
教
諭
に

よ
る
実
践
例
報
告
が
あ
り
、
合

気
道
の
授
業
を
始
め
た
経
緯
、

授
業
内
容
、
生
徒
の
反
応
を
詳

し
く
説
明
し
た
。
ま
た
、
日
野

指
導
員
に
よ
る
新
潟
県
加
茂
市

の
中
学
校
武
道
実
習
に
よ
る
合

気
道
授
業
の
実
施
報
告
が
あ
っ

た
。
続
い
て
金
澤
師
範
に
よ
る

中
学
校
合
気
道
指
導
法
�３
が
行

わ
れ
、
３
年
次
を
対
象
に
し
た

技
法
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。

４
日
は
魚
住
教
授
に
よ
る

「
宮
本
武
蔵
の
五
輪
書
に
学
ぶ
」

の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
魚
住
教

授
は
、
宮
本
武
蔵
の
実
像
、
術

理
の
展
開
、
五
輪
書
の
思
想
を

説
明
し
た
。
ま
た
、
二
天
一
流

の
演
武
動
画
を
解
説
し
た
。
閉

講
式
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て

林
常
務
理
事
、
松
尾
貴
之
（
公

財
）
日
本
武
道
館
振
興
課
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
受
講
者
代
表

に
終
了
証
が
渡
さ
れ
た
。

ま
た
２
日
、
３
日
の
夜
に
は

参
加
者
全
員
で
の
懇
親
会
、
情

報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
地
域
や

参
加
区
分
を
超
え
て
大
い
に
交

流
が
深
め
ら
れ
た
。

１０００名を超える参加者が集まった

参加者に挨拶する道主

平
成
３０
年
度
東
京
都
合
気
道

演
武
大
会
は
、
１１
月
３０
日
、
東

京
都
武
道
館
大
武
道
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
１１
時
小
林
正
明
副
理
事

長
の
開
会
の
辞
に
引
き
続
き
、

国
家
斉
唱
の
後
、
主
催
者
で
あ

る
藤
城
清
次
郎
理
事
長
が
「
こ

の
演
武
大
会
が
、
盛
大
に
開
催

出
来
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、

関
係
団
体
の
ご
支
援
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
共
東
京

都
合
気
道
連
盟
に
は
、
現
在
加

盟
１
７
０
団
体
に
な
ら
ん
と
す

る
仲
間
を
擁
し
、
更
に
そ
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
大
会
も
参
加
者
１
０
０

０
名
を
超
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
に

日
ご
ろ
の
稽
古
、
修
行
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
ま
す
よ

う
に
」
と
挨
拶
。
続
い
て
寺
内

定
雄
東
京
武
道
館
館
長
、
可
児

晋
（
公
財
）
合
気
会
理
事
と
来

賓
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
１１
時
２０
分
に
開
催
さ
れ

た
演
武
大
会
は
、
第
１
部
「
団

体
演
武
」６８
団
体
、
第
２
部「
高

校
生
演
武
」
３
団
体
、
第
３
部

「
代
表
者
演
武
」３７
名
、
第
４
部

「
団
体
演
武
」２２
団
体
、
第
５
部

「
本
部
道
場
指
導
部
演
武
」
３

名
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

午
後
４
時
か
ら
会
場
を
千
代

田
区
の
日
本
教
育
会
館
に
移

し
、
約
１
５
０
名
の
出
席
者
で

情
報
交
換
会
が
開
か
れ
、
盛
会

の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。

合
気
道
小
林
道
場
は
平
成
３０

年
、
創
立
５０
周
年
を
迎
え
、
こ

れ
を
祝
し
１０
月
７
日
に
記
念
講

習
会
と
祝
賀
会
が
、
１０
月
１３
日

・
１４
日
に
記
念
合
宿
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

記
念
講
習
会
は
所
沢
市
民
武

道
館
で
行
わ
れ
、
国
内
は
も
と

よ
り
海
外
４０
か
国
よ
り
参
加
者

が
集
い
、
国
際
色
豊
か
で
非
常

に
賑
や
か
な
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。
指
導
は
前
半
が
小
林
弘

明
道
場
長
、
後
半
は
小
林
保
雄

総
師
範
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

総
師
範
の
講
習
で
は
、
国
ご
と

の
代
表
者
が
国
名
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
順
に
前
に
呼
び
だ
さ

れ
、
総
師
範
が
ま
ず
技
の
手
本

を
行
っ
た
後
に
、
そ
の
呼
ば
れ

た
人
が
同
じ
技
で
総
師
範
を
投

げ
る
、
と
い
う
形
式
で
、
皆
が

「
合
気
道
に
は
国
境
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
夜
の
祝
賀
会
は
都
内
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行

わ
れ
、
４
０
０
名
以
上
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
国
内
外
様
々
な

世
代
の
参
加
者
同
士
、
５０
年
分

の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
５０
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
に
思
わ
ず
感
動

の
涙
を
流
し
た

り
、
日
本
人
も
外

国
人
も
関
係
な
く

輪
に
な
っ
て
東
京

音
頭
を
踊
っ
た
り

と
、
皆
が
笑
顔
と

な
り
和
気
藹
々
と

し
た
合
気
の
心
で

会
場
が
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

１３
日
か
ら
の
記

念
合
宿
は
、
山
梨

県
山
中
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
合

宿
施
設
ス
ペ
ラ
ン
ザ
山
中
で
行

い
、１
８
０
名
の
参
加
。初
日
は

小
林
道
場
創
立
当
時
３
歳
だ
っ

た
小
林
道
場
長
に
よ
る
講
習
、

そ
し
て
４０
年
前
に
小
林
道
場
に

内
弟
子
と
し
て
修
業
し
て
い
た

ウ
ル
バ
ン
・
ア
ル
デ
ン
ク
リ
ン

ト
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
弥
栄
道
場
道

場
長
の
講
習
で
し
た
。
懇
親
会

に
お
い
て
は
、
世
界
各
国
の
珍

し
い
お
酒
や
、
各
国
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
歌
や
踊
り
の
披
露
な
ど

で
、
お
祭
り
ム
ー
ド
は
い
や
が

上
に
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
小
林
道
場
創
立
時
の

子
供
ク
ラ
ス
か
ら
通
っ
て
い
た

増
田
学
増
田
道
場
道
場
長
の
指

導
に
よ
る
朝
稽
古
、
そ
し
て
小

林
保
雄
総
師
範
に
よ
る
講
習
と

な
り
、
そ
の
後
演
武
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
の
演
武
会
で
は
参
加
国

ご
と
に
演
武
を
行
い
、
最
後
の

小
林
保
雄
総
師
範
の
演
武
で

は
、
小
林
弘
明
道
場
長
と
小
林

香
穂
二
段
も
一
緒
に
な
っ
た
家

族
演
武
と
な
り
、
参
加
者
か
ら

の
拍
手
喝
采
を
受
け
感
動
の
う

ち
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し

た
。多

く
の
方
々
の
長
年
の
支
え

に
よ
り
、
合
気
道
小
林
道
場
は

５０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
記
念
行
事
を
全
て
大
盛
況

の
内
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
合
気
道
小
林
道
場
は
こ

れ
か
ら
も
合
気
道
普
及
の
た
め

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
合
気

道
小
林
道
場
指
導
部

笠
原
祐

二
）

千
葉
合
気
道
館
創
立
５０
年

記
念
講
習
会

千
葉
合
気
道
館
創
立
５０
周
年

記
念
講
習
会
が
、
１０
月
２１
日
千

葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
本
部

道
場
か
ら
私
（
小
林
）
が
派
遣

さ
れ
た
。

同
会
は
、
故
清
野
裕
三
師
範

が
、
千
葉
県
で
は
先
駆
け
と
な

る
小
倉
台
道
場
を
昭
和
４４
年
に

創
設
さ
れ
た
所
か
ら
始
ま
る
。

ま
た
翌
４５
年
に
は
穴
川
道
場
を

開
設
さ
れ
た
。
昭
和
５９
年
に
千

葉
県
合
気
道
連
盟
が
発
足
し
た

お
り
に
は
、初
代
会
長
を
務
め
、

現
在
は
高
橋
嗣
慶
師
範
が
務
め

て
い
る
。

記
念
講
習
会
は
、
約
２
時
間

私
が
指
導
、
参
加
２１
団
体
１
０

２
名
と
共
に
行
わ
れ
た
。

講
習
後
は
場
所
を
移
し
、
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親
会
が

行
わ
れ
た
。

主
催
者
と
し
て
高
橋
嗣
慶
代

表
の
挨
拶
後
、
日
本
武
道
館
か

ら
臼
井
日
出
男
理
事
長
、
全
日

本
合
気
道
連
盟
か
ら
尾
�
�
理

事
長
が
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。

会
の
途
中
に
は
、
故
清
野
先

生
の
思
い
出
話
、
参
加
団
体
の

紹
介
等
が
披
露
さ
れ
た
。

加
盟
団
体
同
志
ま
と
ま
り
が

あ
り
、
講
習
会
、
懇
親
会
と
も

気
持
ち
良
く
行
わ
れ
、
参
加
者

全
員
に
感
謝
し
た
い
気
持
ち
で

会
場
を
あ
と
に
し
た
。
（
本
部

道
場
指
導
部
師
範

小
林
幸

光
）

ホテル・グランドパレスでの祝賀会

東
京
理
科
大
野
田

３０
周
年
記
念
式
典

東
京
理
科
大
学
野
田
合
気
道

部
創
部
３０
周
年
記
念
式
典
は
、

植
芝
守
央
道
主
を
お
迎
え
し
て

１１
月
１０
日
正
午
よ
り
銀
座
ｓ
ｕ

ｎ
ｍ
ｉ
高
松
で
開
催
さ
れ
た
。

佐
々
木
信
３０
周
年
式
典
実
行

委
員
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま

り
、
吉
野
大
河
野
田
合
気
道
部

３０
代
部
長
に
よ
る
部
長
挨
拶
、

来
賓
挨
拶
と
し
て
植
芝
守
央
道

主
よ
り
、
土
屋
敏
雄
野
田
合
気

道
部
元
顧
問
、
前
師
範
の
堀
井

悦
二
合
気
道
神
戸
三
田
道
場
道

場
長
に
祝
辞
を
頂
き
、
桂
田
英

路
本
部
道
場
指
導
部
師
範
の
乾

杯
で
和
や
か
に
会
は
進
め
ら
れ

た
。歴
代
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
８０
名
が
参

集
す
る
中
、各
代
の
ス
ピ
ー
チ
、

紹
介
が
行
わ
れ
、
新
井
和
行
１８

代
に
よ
る
校
歌
斉
唱
、
栗
尾
誠

人
Ｏ
Ｂ
会
気
酔
会
会
長
の
閉
会

の
辞
で
幕
を
閉
じ
た
。

栃
木
地
域
社
会

指
導
者
研
修
会

平
成
３０
年
度
栃
木
県
（
宇
都

宮
市
）
地
域
社
会
合
気
道
指
導

者
研
修
会
は
、
１１
月
１０
日
、
１１

日
の
両
日
、
栃
木
県
体
育
館
に

て
開
催
さ
れ
た
。

本
部
道
場
か
ら
は
横
田
愛
明

本
部
道
場
指
導
部
師
範
、
梅
津

翔
同
指
導
員
が
中
央
派
遣
講
師

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
、

地
元
講
師
を
冨
士
田
邦
弘
師
範

（
栃
木
県
合
気
道
連
盟
副
理
事

長
）
、
関
田
拝
氏
（
同
連
盟
所

属
足
利
市
民
合
気
道
ク
ラ
ブ
）

が
務
め
た
。
参
加
人
数
は
５
団

体
か
ら
約
８０
名
で
あ
っ
た
。

１０
日
は
講
習
会
に
先
立
ち
開

会
式
が
行
わ
れ
、
栃
木
県
合
気

道
連
盟
を
代
表
と
し
て
大
谷
会

長
、
主
催
者
を
代
表
し
て
の
森

島
幸
男
栃
木
県
体
育
館
館
長
、

講
師
を
代
表
し
て
横
田
師
範
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
っ
た
。

講
習
会
は
横
田
師
範
が
１０

日
、
１１
日
の
両
日
と
も
に
午
前

午
後
と
指
導
を
行
っ
た
。ま
た
、

冨
士
田
師
範
が
１０
日
の
午
前
、

関
田
氏
が
１１
日
の
午
前
に
そ
れ

ぞ
れ
指
導
を
行
っ
た
。

両
日
に
渡
り
研
修
会
で
は
、

横
田
師
範
は
相
手
の
捌
き
方
、

崩
し
方
を
解
説
し
な
が
ら
基
本

的
な
技
を
中
心
に
指
導
さ
れ

た
。ま

た
、
冨
士
田
師
範
、
関
田

氏
も
基
本
技
を
中
心
に
稽
古
を

展
開
さ
れ
た
。

講
習
会
後
に
閉
会
式
が
行
わ

れ
、
森
島
館
長
よ
り
参
加
者
代

表
に
修
了
証
が
渡
さ
れ
た
。
最

後
に
横
田
師
範
よ
り
全
体
の
講

評
が
な
さ
れ
、
盛
会
の
内
に
研

修
会
は
終
了
し
た
。

故清野師範から繋がる合気の輪

式典に全員勢揃い

横田師範による抑え
技の指導

第
６
回
指
導
者
研
修
会

小
林
道
場
５０
周
年

講
習
会

祝
賀
会

都連演武大会
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平
成
３０
年
度
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表
団

は
、
（
公
財
）
日
本
武
道
館
・

日
本
武
道
協
議
会
の
主
催
に
よ

り
、１１
月
７
日
か
ら
１４
日
ま
で
、

日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
友
好
６０

周
年
を
記
念
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

に
派
遣
さ
れ
た
。
合
気
道
か
ら

は
入
江
嘉
信
、
伊
藤
眞
両
本
部

道
場
指
導
部
師
範
、
鈴
木
昂
平

同
部
指
導
員
、
茨
城
支
部
道
場

・
本
多
浩
一
氏
、
千
住
合
気
会

・
伊
藤
健
氏
、
宇
宙
の
会
・
須

藤
洋
平
氏
計
６
名
が
代
表
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
。

７
日
、
（
公
財
）
日
本
武
道

館
・
小
道
場
に
て
結
団
式
・
壮

行
会
が
行
わ
れ
、
高
村
正
彦
団

長
が
「
日
本

と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
関
係

は
、
政
府
間

だ
け
で
な
く

国
民
同
士
の

関
係
も
非
常

に
濃
厚
で
あ

り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
６０

年
に
引
き
続

き
、
今
後
６０

年
も
良
い
友

好
関
係
が
築

け
た
ら
と
思

い
ま
す
」
と

挨
拶
を
述
べ

た
。
壮
行
会
の
最
後
に
日
本
武

道
館
三
藤
常
任
理
事
・
事
務
局

長
に
よ
る
万
歳
三
唱
が
行
わ

れ
、
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
現

代
武
道
９
団
体
、
古
武
道
３
流

派
総
勢
約
７５
名
の
団
員
を
送
り

出
し
た
。

７
日
深
夜
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
到

着
し
、
翌
８
日
、
高
村
団
長
と

各
武
道
・
流
派
の
代
表
は
青
年

ス
ポ
ー
ツ
省
イ
マ
ム
・
ナ
フ
ラ

ウ
ィ
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。

他
の
団
員
は
ア
ト
マ
ジ
ャ
ヤ

大
学
に
て
演
武
、
講
演
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

９
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人

学
校
に
て
、
在
住
の
日
本
人
小

中
学
生
４
０
０
人
が
見
守
る

中
、
各
武
道
が
演
武
を
披
露
し

た
。
初
め
て
間
近
に
演
武
を
見

る
子
供
達
も
多
く
、
歓
声
を
上

げ
て
演
武
を
楽
し
ん
だ
。

１０
日
、
現
地
合
気
道
連
盟
主

催
に
よ
る
講
習
会
が
行
な
わ

れ
、
入
江
・
伊
藤
両
師
範
が
そ

れ
ぞ
れ
稽
古
を
担
当
し
た
。
国

内
の
各
団
体
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
の
近
隣
国
含
め
、
総
勢
４

０
０
名
以
上
の
参
加
者
が
汗
を

流
し
た
。

１１
日
、
ゲ
ロ
ラ
ブ
ン
カ
ル
ノ

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
て
、

今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
演
武
会
が
行
わ
れ
た
。
来
賓

と
し
て
、
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
特
命
全
権
大
使
石
井
正
文

氏
が
臨
席
、
約
２
３
０
０
名
の

観
客
が
集
ま
る
中
、
各
武
道
が

渾
身
の
演
武
を
披
露
し
た
。
演

武
終
了
後
に
体
験
稽
古
会
が
行

わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
各
武

道
を
体
験
し
、
武
道
に
対
す
る

興
味
も
一
層
深
ま
っ
た
。

１２
日
は
、
地
元
道
場
で
入
江

師
範
の
講
習
会
が
行
な
わ
れ

た
。
平
日
午
前
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
団
体
の
わ
く
を
越
え
て
４０

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
稽
古

を
通
し
て
大
い
に
交
流
を
深
め

た
。
同
日
夜
、
全
て
の
行
事
が

成
功
裏
に
終
了
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で
解
団
式
が

行
わ
れ
、
１４
日
、
代
表
団
は
無

事
帰
国
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
で
講
習
会

私
（
栗
林
）
は
１１
月
１
日
か

ら
８
日
ま
で
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で
の
講
習
会
の

為
ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
市
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
大

公
国
の
首
都
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

市
を
訪
問
し
た
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
講
習
会

は
２
日
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
同

様
に
市
街
地
中
心
部
の
体
育
館

に
畳
を
敷
い
て
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
は
じ
め
ベ
ル
ギ
ー
国
内
各
地

よ
り
１
５
０
名
程
が
集
ま
り
、

他
に
も
隣
国
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ド

イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

東
欧
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
中
欧
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

更
に
は
ロ
シ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
か

ら
の
参
加
者
２
０
０
名
程
が
、

３
日
間
共
に
汗
を
流
し
た
。

２
０
１
９
年
に
は
日
本
と
Ｅ

Ｕ
諸
国
の
修
好
６０
周
年
を
記
念

す
る
行
事
の
一
環
と
し
て
、
植

芝
充
央
本
部
道
場
長
が
ベ
ル
ギ

ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
フ
ラ

ン
ス
を
訪
問
す
る
予
定
で
、
今

ま
で
以
上
に
会
員
相
互
の
絆
が

強
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

５
日
に
は
隣
国
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
グ
に
移
動
し
５
日
と
６
日
の

両
日
に
亘
り
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

グ
の
中
心
と
な
る
道
場
で
講
習

会
を
行
っ
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

栗

林
孝
典
）

約２００名が参加した

ル
ー
マ
ニ
ア

秋
季
講
習
会

私
（
小
林
）
は
、
１０
月
１１
日

か
ら
１６
日
ま
で
、
合
気
会
ル
ー

マ
ニ
ア
の
秋
季
講
習
会
に
派
遣

さ
れ
た
。

ブ
カ
レ
ス
ト
市
内
の
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

道
場
で
行
わ
れ
、
講
習
は
、
金

曜
か
ら
日
曜
ま
で
１
日
２
回

（
各
１
時
間
半
）
行
わ
れ
、
私

が
指
導
を
担
当
し
た
。

地
元
の
ル
ー
マ
ニ
ア
を
は
じ

め
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、

イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
等
か
ら
、

約
２
０
０
名
の
会
員
が
参
加

し
、
道
場
が
狭
く
混
雑
し
た
中

で
、
初
心
者
、
少
年
部
か
ら
高

段
者
、
ま
た
若
手
か
ら
年
配
者

ま
で
男
女
を
問
わ
ず
入
り
交

り
、
元
気
に
お
互
い
を
鍛
錬
し

て
い
た
。
２０
日
夜
は
、
参
加
者

全
員
出
席
の
晩
餐
会
が
開
催
さ

れ
、
会
員
同
士
で
打
ち
解
け
合

い
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て

い
た
。

翌
最
終
日
は
、
午
前
稽
古
の

あ
と
市
内
見
学
。
古
代
ロ
ー
マ

時
代
を
彷
彿
さ
れ
る
建
物
に
、

歴
史
の
深
さ
を
堪
能
。
夜
は
ル

ー
マ
ニ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
元

料
理
を
食
し
、
講
習
の
疲
れ
が

癒
さ
れ
た
。

来
年
、
同
会
は
日
本
を
訪
問

す
る
予
定
だ
が
、
全
日
本
演
武

大
会
に
出
場
を
希
望
し
て
い

る
。
有
意
義
な
日
本
滞
在
に
な

る
事
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。（
本

部
道
場
指
導
部
師
範

小
林
幸

光
）ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

講
習
会
と
昇
段
審
査

私
（
金
澤
）
は
１１
月
９
日
か

ら
１１
日
ま
で
の
３
日
間
、
ロ
シ

ア
合
気
道
合
気
会
連
盟
の
傘
下

と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で

活
動
し
て
い
る
極
東
合
気
会
の

要
請
に
よ
り
、
講
習
会
の
指
導

と
昇
段
審
査
を
行
っ
た
。
今
回

で
１２
回
目
の
指
導
に
な
る
。

講
習
会
は
極
東
連
邦
大
学
を

会
場
に
行
わ
れ
、
地
元
の
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
他
、
ロ
シ
ア

国
内
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
グ
ラ

ゴ
ベ
シ
ェ
ン
ス
ク
、
バ
シ
ュ
コ

ル
ト
ス
タ
ン
の
ウ
フ
ァ
か
ら
も

駆
け
つ
け
た
。

期
間
中
、
一
般
ク
ラ
ス
が
５

回
、
有
段
者
ク
ラ
ス
が
１
回
、

子
供
ク
ラ
ス
が
１
回
行
わ
れ
、

一
般
ク
ラ
ス
に
は
毎
回
約
６０
名

か
ら
８０
名
、
有
段
者
ク
ラ
ス
に

は
極
東
合
気
会
の
有
段
者
１５

名
、
子
供
ク
ラ
ス
に
は
地
元
の

子
供
た
ち
７０
名
が
参
加
し
た
。

昇
段
審
査
で
は
、三
段
１
名
、

弐
段
２
名
が
昇
段
し
た
。３０
代
、

４０
代
と
若
い
指
導
者
が
、
真
剣

に
稽
古
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
か
ら
極
東
合
気
会
を
し
っ

か
り
と
導
い
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
（
本
部
道
場

指
導
部
師
範

金
澤

威
）

ルクセンブルクにて代表
者らと

レ
バ
ノ
ン
指
導
で

ベ
イ
ル
ー
ト
訪
問

私
（
藤
巻
）
は
１１
月
６
日
か

ら
１２
日
ま
で
レ
バ
ノ
ン
合
気
道

フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
シ
ャ
デ

ィ
・
ハ
ジ
ャ
ル
代
表
）
の
指
導

の
た
め
、
ベ
イ
ル
ー
ト
を
訪
れ

た
。７

日
、
市
内
の
ル
イ
ゼ
ク
ラ

ブ
の
体
育
室
に
有
段
者
の
み
３０

名
集
ま
り
１９
時
よ
り
２
時
間
稽

古
。
翌
８
日
、
山
口
又
宏
特
命

全
権
大
使
の
招
き
で
在
レ
バ
ノ

ン
日
本
国
大
使
館
を
表
敬
訪
問

す
る
。
夕
食
を
頂
き
な
が
ら
中

東
情
勢
の
貴
重
な
お
話
を
伺
え

た
。９

日
、
週
末
を
利
用
し
た
メ

イ
ン
の
講
習
会
が
畳
を
敷
き
詰

め
た
同
会
場
の
球
技
場
で
始
ま

っ
た
。
午
後
２
時
か
ら
約
２
時

間
１４
団
体
か
ら
６０
名
が
各
地
か

ら
集
ま
り
、
基
本
技
を
中
心
に

汗
を
流
し
た
。
引
き
続
い
て
１７

時
よ
り
同
会
場
に
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
が
入
り
、
日
本
文
化
と
し
て

合
気
道
を
紹
介
す
る
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
た
。
日
本
、
レ
バ

ノ
ン
両
国
の
国
歌
が
流
さ
れ
た

あ
と
、シ
ャ
デ
ィ
代
表
が
挨
拶
。

続
い
て
在
レ
バ
ノ
ン
日
本
国
大

使
館
楢
岡
善
丈
参
事
官
が
祝
辞

を
述
べ
た
。
そ
の
後
整
列
し
た

参
加
者
の
前
で
開
祖
の
演
武
が

上
映
さ
れ
、
１
時
間
あ
ま
り
の

講
習
を
行
っ
た
。１０
日
は
午
前
、

午
後
と
２
時
間
ず
つ
の
講
習
が

行
わ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
が
無

事
に
終
了
し
た
。
（
本
部
道
場

指
導
部
師
範

藤
巻
宏
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
指
導

リ
ヴ
ィ
ヴ
市
を
訪
問

私
（
伊
藤
）
は
１０
月
１８
日
か

ら
２３
日
ま
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
連

盟
の
招
へ
い
を
受
け
、
リ
ヴ
ィ

ヴ
市
で
稽
古
指
導
を
行
っ
た
。

同
連
盟
へ
の
指
導
者
派
遣
は

今
回
が
初
。
リ
ヴ
ィ
ヴ
の
国
際

空
港
で
、
連
盟
責
任
者
の
ワ
シ

リ
氏
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
同

連
盟
は
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ド
リ
ン

氏
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
、

リ
ヴ
ィ
ヴ
を
含
む
３
都
市
で
毎

年
講
習
会
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
は
ド
リ
ン
氏
と
指
導
を
分
担

し
た
。

最
初
に
５０
名
ほ
ど
の
少
年
部

の
稽
古
を
行
っ
た
が
、
集
中
し

て
稽
古
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

普
段
か
ら
指
導
が
行
き
届
い
て

い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

一
般
の
稽
古
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
各
都
市
は
も
と
よ
り
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
も
参
加

者
が
あ
り
、
１
６
０
名
ほ
ど
が

汗
を
流
し
た
。
土
曜
の
夜
に
パ

ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

伊
藤
眞
）

藤巻師範による抑え技の指導

北
海
道
学
連
が
演
武
大
会
！

北
海
道
学
生
合
気
道
連
盟

は
、
１０
月
２７
日
、
金
澤
威
本
部

道
場
指
導
部
師
範
並
び
に
鈴
木

昂
平
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員

を
御
来
賓
に
迎
え
、
北
海
道
大

学
武
道
場
（
北
海
道
札
幌
市
）

に
て
第
１３
回
北
海
道
学
生
合
気

道
演
武
大
会
を
開
催
し
た
。

師
範
の
搭
乗
さ
れ
た
飛
行
機

が
遅
延
し
て
、
前
に
予
定
さ
れ

て
い
た
講
習
会
が
中
止
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
演
武
会

自
体
は
定
刻
の
午
後
２
時
１５
分

に
開
始
さ
れ
た
。
お
よ
そ
１
時

間
の
間
、
参
加
校
８
校
、
総
勢

９７
名
の
学
生
が
日
頃
の
稽
古
の

成
果
を
発
揮
し
た
。
学
生
演
武

の
終
了
後
、
金
澤
師
範
に
よ
る

基
本
技
の
解
説
を
交
え
た
模
範

演
武
が
行
わ
れ
た
。
参
加
し
て

い
た
多
く
の
学
生
が
、
演
武
会

を
楽
し
み
、
多
く
を
学
ん
で
各

大
学
へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
。（
北

海
道
学
生
合
気
道
連
盟
委
員
長

相
原
真
哉
）

竹
豊
館

黒
江
道
場

約
１
４
０
名
の
講
習
会

１０
月
１０
、
１１
日
に
竹
豊
館
黒

江
道
場
に
日
野
皓
正
先
生
を
お

迎
え
し
て
講
習
会
を
開
催
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

１０
日
は
少
年
部
（
５
才
～
中

学
生
ま
で
）約
７０
名
で
１
時
間
、

一
般
部
約
６０
名
で
１
時
間
、
１１

日
は
一
般
部
約
７０
名
で
２
時
間

の
講
習
会
で
し
た
。

少
年
部
で
は
、
準
備
体
操
か

ら
始
ま
り
受
身
、
技
と
丁
寧
な

指
導
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

子
供
達
も
い
つ
も
と
は
違
う
雰

囲
気
の
中
、
熱
心
に
稽
古
に
励

み
ま
し
た
。
楽
し
さ
あ
り
、
厳

し
さ
あ
り
、
「
声
を
も
っ
と
大

き
く
」
の
日
野
先
生
の
声
に
子

供
達
も
ど
ん
ど
ん
大
き
な
声
を

出
し
ま
し
た
。

一
般
部
で
も
、
受
身
や
技
一

つ
一
つ
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て

説
明
し
て
下
さ
り
、
皆
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
日
野
先
生

は
会
員
一
人
一
人
の
手
を
取
り

ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
。

「
楽
し
く
講
習
を
受
け
る
事

が
出
き
ま
し
た
」
「
大
変
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
」
「
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
」
「
有
意
義
な
２
日

間
で
し
た
」
等
、
会
員
の
方
々

よ
り
喜
び
の
声
ば
か
り
で
す
。

日
野
先
生
２
日
間
の
講
習
会
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
竹

豊
館
道
場

硲
石
実
希
）

小
牧
演
武
大
会

小
牧
合
気
道
演
武
大
会
は
１０

月
２８
日
に
開
催
さ
れ
未
就
学
児

か
ら
還
暦
過
ぎ
ま
で
の
１
０
０

余
名
が
参
加
し
、
４
つ
の
部
門

に
分
か
れ
日
頃
の
道
場
で
の
稽

古
を
披
露
し
熱
気
溢
れ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
の
部
で
は
大

勢
の
ご
家
族
が
見
守
る
中
、
皆

緊
張
し
な
が
ら
も
日
頃
稽
古
し

て
き
た
基
本
的
な
技
を
披
露
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
学

年
の
部
は
基
本
的
な
技
の
各
種

を
真
剣
な
面
持
ち
で
取
り
組

み
、
日
頃
の
修
練
と
成
長
を
確

か
め
披
露
で
き
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
の
有
級
者
の
部

は
、
日
頃
稽
古
で
培
っ
た
気
を

あ
わ
せ
る
合
気
の
心
と
技
の
成

果
を
発
揮
し
迫
力
あ
る
演
武
で

し
た
。
有
段
者
の
部
も
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
真

剣
に
披
露
し
ま
し
た
。

演
武
大
会
の
締
め
括
り
と
し

て
久
木
田
一
郎
小
牧
合
気
会
師

範
に
よ
る
師
範
演
武
は
、徒
手
、

武
器
技
と
様
々
な
合
気
道
の
広

が
り
の
一
端
を
垣
間
見
る
演
武

で
、
そ
の
演
武
を
見
る
小
学
生

は
皆
真
剣
で
食
い
入
る
よ
う
な

眼
差
し
で
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
終
了
後
の
食
事
会
で

は
技
の
研
究
や
家
族
で
行
っ
て

い
る
合
気
道
へ
の
思
い
な
ど

「
日
頃
の
生
活
に
活
か
せ
る
合

気
道
」
を
標
榜
す
る
久
木
田
師

範
の
教
え
を
地
で
行
く
締
め
く

く
り
と
な
り
ま
し
た
。
（
三
枝

尚
子
）

本
部
だ
よ
り

▽
小
林
幸
光
指
導
部
師
範
は
、

１２
月
１２
日
か
ら
１８
日
ま
で
ド
バ

イ
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
佐
々
木
貞
樹
指
導
部
師
範

は
、
１２
月
１３
日
か
ら
１７
日
ま
で

ロ
シ
ア
講
習
会
に
派
遣
さ
れ

る
。

日野指導員の指導

金澤師範による演武

インドネシア派遣
日本武道代表団

前列右から石井大使ご夫妻、東レ株式会社黒田顧
問、高村団長ご夫妻、後列合気道代表と地元指導者

合
気
道
探
求
５７
号

１
月
２０
日

発

表
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合 気 道 新 聞 （４）平成３０年１２月１０日第６９５号

【四段】

◆鹿児島合気道錬成館�保田哲男、一関

俊紀◆荻窪合気道同好会�安川裕政、和

栗真一◆岩手釜石道場�佐々木永喜◆群

馬合気会�小谷野守◆合気工房宮古塾�
平井亮吉◆合気道研修会大阪�鈴木誠、

村田尚久◆合気道千葉千種道場�S.Go-
harzay、E.Hajsamadi、M.Goharzay◆A.K.
I．�黒岩暎一、岩野賢二◆青雲塾�M.
Saber◆大宮道場�柳沢光枝◆大阪武育

会�朝野忠幸◆合気道敷島塾�大本勝

三、山村修道◆城北道友会�角田淳、渡

部衛、佐伯健太郎◆明治神宮至誠館�V.
Rustem◆和歌山木村道場�松山幸司◆

武産合氣凌雲館�中村恒美◆無想会�中

村大介◆U.S.A．�T.Foster◆GREECE�
H. Keshishian ◆ CZECH � J. Mares ◆

FRANCE�L.Hemery、N.Lombard、J.Auge、
C.Delval、P.Guillemin、O.Patout、A.Guil-
labert、M.Secret、S.Briand◆NORWAY�
G.Cranner、K.Hansen、J.Urbanski◆VENE-
ZUELA�G.Rahal◆中国�吉岡誉人、王

飛 ◆ LITHUANIA � A. Ivanov ◆ GER-
MANY�J.Gellien、H.Heino、R.Baeuerle、
I.Waichman、J.Ramos、N.Andrade、B.Frie-
drich◆DENMARK�C.Hansen◆SINGA-
PORE�A.Mitchell、H.Wijaya、M.Aw
【参段】

◆荻窪合気道同好会��留桂◆山口合気

会下松道場�山�志保◆京都合気会�山

本博◆群馬合気会�田部井豊茂人、兵藤

篤◆幸優氣会�古屋秀樹◆江東区合気会

�山内博、若林成嘉、神田実華子、浅岡

信久◆皇道館�添田誠、スコット・トー

ドフ、S.Self、D.Smith◆荒川合気会�唯

根欣三、矢野光秋、藤嶋司朗◆合気道研

修会大阪�小山典子◆合心館谷本会�鈴

木英一◆三郷合気道会�森健◆合気道武

友会�豊福親慶、相澤寛朗◆本郷台合気

会�山下貴士◆小田原合気会��橋一明

◆合気道千葉千種道場�M.Soleimani◆
倉敷天領塾�藤井大輔、森�修太、影山

英昭◆A.K.I．�鈴木康之、毛利明弘、

今井宏、永易夕紀子◆祥平塾�小倉久美

子、志柿貴一、塩田聡一郎◆城東誠和会

�池田恭代◆大阪合気会�齋藤貴子◆大

阪武育会�N.Panich、A.Molle、長谷川

滋郎◆大成合気道会�中村真幸◆中野区

合気道会�荻原伸朗、小林邦夫◆合気道

敷島塾�森本幸司◆豊中正泉寺道場�A.
Krenz◆城北道友会�岩田由紀夫、川合

大貴、瀬戸正雄、宮内絢斗◆明治神宮至

誠館�S.Konstantin、K.Olga、C.Evgenii
◆合気道正武会�片岡真由美、甲斐美紀

◆十勝合気会合気道�追杉元裕◆合気道

大和武育会�山田悦雄◆熊本合気会�宮

崎裕士、城本力◆合気道桃林道場�大江

輝明◆U.S.A．�J.Lewis◆SWEDEN�E.
Engstrom ◆ GREECE � G. Skondras ◆

CZECH�R.Jupa、P.Svabik◆IRELAND�
L.Silva、B.Milton、M.Cheynet◆FRANCE
�S.Kocijancic、R.Donne、L.Hemery、K.
Biro、N.Treussier、D.Garcia、M.Robles、
L.Giafferi、F.Millon、J.Sclar、O.Patout、
A.Guillabert、M.Secret、S.Briand◆NOR-
WAY�H.Fyhn、K.Lundhaug◆RUSSIA�
A.Galushko◆中国�李贇、康�◆ITALY
� A. Calandrelli 、 M. Saitto ◆ NETHER-
LANDS� J. Lijmer、Z. Szlavik◆LITHU-
ANIA�R.Reinikis、V.Rudaitis、W.Gejgal、
V.Keda、Z.Neimantas、V.Gavrilov◆GER-
MANY�U.Ruether、A.Geise、M.Hilde-
brand、C. Wieden、 J. Rock◆ SWITZER-
LAND�J.Arlt◆UKRAINE�E.Ryzhov◆
SINGAPORE�S.Wong、符昌亮、B.Choo、

蕭伯誠◆中華民国台湾�林倉本、鐘文科、

黄志成

【弐段】

◆合気道瀧田塾�金平重◆鹿児島合気道

錬成館�小松禎明◆近江合気会近江合気

館�辰巳ゆかり◆尾張合気会�T.Wak-
nell、W.Setlak◆安房館山道場�田辺哲

雄、渡邉智◆丸亀道場�川上真市朗◆多

賀城合気道道場�藤田敏郎、小松健、中

澤秀男◆京都合気会�萩原由佳◆熊野塾

�J.Nachbaur◆熊野塾彩新道場�福島直

人、三島秀夫◆江東区合気会�金井隆昌、

渡辺和則◆荒川合気会�辻文次、�野莉

莉、進藤僚太、田�秀一◆合気道三浦�
瀬戸竹法◆合気道武友会�上田学、田村

いづみ◆本郷台合気会�島�七海◆合気

道鹿児島道場�山口博雅、鈴木舞◆合気

道千葉千種道場�H.Nouri◆A.K.I．�矢

野信夫、渡邊佳子、宮川潤一、J.Peacock
◆祥平塾�大越拓磨、山田祥子、御手洗

頼太、藤田光、渡邊慎太郎、王俊 、倉

谷喜弘、王 彦◆新潟合気会�渡辺修一、

海老名康宏◆相生会神戸三田道場��濱

伊知郎◆かながわ合気道会�石川洋一◆

杉並合気会�C.Takatsuno◆菅原総合武

道研究所�T.Nikolov、D.Grudev、T.Lekov
◆徳志舘��橋有美◆青雲塾�田邉顕人

◆大阪合気会�ヘンウッド・ジェイソン、

田中慎也、澤渡昌利◆合氣道大阪道友会

�樅山哲也◆大阪武育会�佐野正樹、丹

�孝作、高木信欣◆大成合気道会�佐藤

勝人◆佐世保合気会�柴山純英◆天草八

顕会�藏田さつき、岩本隆◆等々力道場

�近藤英人◆合気道敷島塾�坂�航◆楠

見西合気道クラブ�駒�枝美◆福井合気

会�東光崇泰◆豊中正泉寺道場�田中紀

子、井口藍、山口悦子、福岡幸江、坂本

一人、木村大智◆城北道友会�久保田浩

稔◆明治神宮至誠館�A.Bogdanov◆合

気道正武会�岡成樹、蜂谷浩道、松本洋、

名古大輝、田平明啓、江上実輝、迫田陽

佳◆旭町道場�宮原桜◆熊谷合気研究会

�小櫃英和◆合気道平成会�神田英司◆

合気道大和武育会�中川健◆東海合気会

��田紗来◆武産合氣凌雲館��橋洋行

◆修武館�増田康光◆井蛙塾�橋下恵美

子◆吹泉館�ヴァン・ガブリエル◆紀州

熊野合気会�I.Katri、P.Kontkanen、R.
Jarvinen◆合気道桃林道場�魚澤尚輝◆

愛知教育大学�小原萌子◆香川大学�田

中菜摘◆新潟大学�松村涼介◆神奈川大

学�小野田晃大◆同志社大学�水口木綿

花、畑真知、中之内智哉、田中寛之、曽

我友貴、河 康孝、成山いくみ、福西海

斗◆日本女子大学�大竹瑞季◆高知工科

大学�馬場小百合◆U.S.A．�S.Lagrave、
J.Wise、下河内正◆BRAZIL�J.Rocha、
R.Pitta◆ITALY�S.Torella、A.Castriotta
◆SWEDEN�A.Embring◆RUSSIA�A.
Kiselev、M.Belkin、A.Evdokimenko、R.
Pavlenko、S.Vorobei、V.Pipa◆CZECH�
J.Martinek、P.Drazan、A.Nohejl◆FRANCE
�M.Elaaribi、K.Fiona、J.Viviano、O.Patout、
A.Guillabert、M.Secret、S.Briand、F.Batista、
E. Stellfeld 、 M. Avila ◆ NORWAY� S.
Barantseva、B.Arandjelovic、K.Hatlebrekke、
L.Solberg◆VENEZUELA�O.Rojas◆PO-
LAND�W.Werner◆MEXICO�H.Trejo、
J.Fragoso、V.Jimenez、Z.Cruz、J.Ramirez、
I.Mendez◆中国�何基鋒、王凌雲、S.
Guesnier、章炎、胡娟◆ISRAEL�E.Ber-
man、V.Zvonitsky◆NETHERLANDS�W.
Oxener 、 M. Bos ◆ LITHUANIA � A.
Golovach、A.Peciulis、V.Oskeliunas、V.
Matrosovas◆IRELAND�T.Waldron、M.

Cheynet◆GERMANY�T. Martinez 、 C.
Stangier、D.Sabo、D.Malkusch、C.Camejo
◆ROMANIA�F. Ivanescu◆DENMARK
�M.Kreutzfeldt◆UKRAINE�E.Zabelin、
A.Kondratiev◆GREECE�E.Dimopoulos、
G.Tranos、M.Basyouni◆SPAIN�J.Comas、
染川省三◆SINGAPORE�J.Tan、林慶華、

�、W.Lim、 淑云、D.Lee◆中華

民国台湾�呉欣璋、曽詠超、陳建佑、陳

建紳、陳光輝、朱家慶

【初段】

◆長野合気会�古畑恵、太田真義◆鹿児

島合気道錬成館�南園隆広◆尾張合気会

�M.Brock、R.German、古澤佑真、金森

清孝、金森美奈、杉原雄一郎、フィトシ

・アビィ◆可児道場�小木曽晋平◆新宿

スポーツセンター�實生樹◆Ｊ１合気会

�松川太陽知、横尾勁十、マカリノ・ヨ

シフミ◆一宮合気会�三神加代子◆荻窪

合気道同好会�佐藤公彦◆吉照塾�藤田

智哉◆錦糸町合気道倶楽部�恒�久遠、

福本拓也◆京都合気会�對馬魁◆熊野塾

�M.Zeihen、S.Cerati、M.Schneiter、C.
Pavlidis、G.Parmigiani◆群馬合気会�星

野一志、桜光司◆熊野塾彩新道場�堀口

優◆戸田市スポーツセンター合気道教室

�大平智裕◆皇道館�太田峻平、城後亮、

阿部拓馬、E.Payne◆荒川合気会�猪原

祐一、野口貴子、森永眞喜子、宮本勝英、

小野沙弥、逸見慈法、逸見綾子、本並佐

知子、鮎澤章子◆合気道研修会大阪�横

佐裕氏◆合心館谷本会�岡澤隆宏、岩下

忠幸◆合気道武友会�松田千亜紀、畔上

英子、�橋元尚、宮田由佳、直江佐織、

近江谷志緒、杉本恵理子、平川和樹◆合

気道鹿児島道場��峯冬樹、堀之内拳大、

吉峯由真◆合気道千葉千種道場�A.Arab
◆尚武館�石坂みず穂◆倉敷天領塾�若

槻春花◆A.K.I．�東一郎、伊藤順一、

大久保沙代子、中山良裕、柏裕子、C.Coats
◆祥平塾�北弘一郎、山崎敏朗、園本聖

良、西村杏菜、大堀淳、安藤尚子、神代

孝治、平田修、大海孝則、松本明美、有

田幸司、門田佳奈、廣藤透、侯 昌、張

優優、楊爽、范無為、李麒瑞◆深川合気

会�幸田利宏◆かながわ合気道会�渡邉

澪、前田孝一◆神武館�岩田大◆さぬき

合気道教室�岡拓史、横田知美、柿本健

輔◆吹上道場�吉田レヲ◆杉並合気会�
新田直貴、N.Hancock、C.Bethea、K.Chuck、
L.Schultz、M.Bloom◆徳志舘�西内裕子

◆八戸道場�松田淳、松田千寿◆大宮道

場�太田一貴、太田茂典◆大阪合気会�
雑賀寛政◆大阪武育会�大塚章仁、高橋

和郎、川上研太、西田侑記、根 茉奈、

北池哲、F.Vottre◆大成合気道会�川村

忍◆佐世保合気会�古賀稔彦、峰原里沙

子◆津合気道会��山宗仙、國分�友◆

合気道敷島塾�村田和彦、野口佳津江◆

楠見西合気道クラブ�原田純宏◆豊中正

泉寺道場�井窪明洋◆城北道友会�佐藤

悠人、木村信子◆明治神宮至誠館�P.Ser-
geeva、A.Rychikhin、G.Rinat、K.Elena、
S.Anna、B.Pavel◆合気道正武会�藤原

優也、井本和彦、川下奈々、川下舞子、

片山純太、江川健真、橋口由依、石井祥

太朗、遠藤稔文、黒河憂泉、石川泰之、

樋上卓已、佐々木輝、久津間寧々、吉山

政志、山崎夏歩、伊藤愛美、関戸想太、

山本将永、原田啓正、松村萌瑛奈◆和歌

山木村道場�川�鉄丸◆よみうりカルチ

ャー錦糸町�松山千春◆志陽館�岡本華

◆山口合気会平生道場�福田清人◆丹

波道友会福知山道場�綱真之介◆合気道

大和武育会�渡邉真弓、相澤結璃子◆合

気道和心会�鵜飼康史、中川和彰◆東海

合気会�伊藤恭子、大竹陸枝、大竹智雄

◆かすみがうら合気会�伊藤千惠◆武産

合氣凌雲館�島田賢治◆修武館�游雅

◆井蛙塾�瀬尾陽花◆合気道大阪研究会

�千部元太◆大阪府立日根野高等学校�

平野宙、竹�陽花、植田知優、岸上莉子、

平山裕規、仲田龍生◆関西創価高等学校

�上芝友美、大志万桂子、米満萌英、北

村ひかり、南部さくら、足立颯希、加藤

夕夏◆金城学院大学�山岸沙月、梶川瑠

美◆帝塚山大学�佐藤貴史◆関西学院大

学体育会合気道部�大津結花子◆広島修

道大学�氏平康貴、田村怜陽◆香川大学

�横山航大、植村周、高田航平、平野優

希◆室蘭工業大学�B.Siree◆神奈川大学

�尾坂優大、齋藤祐典、福田明人、溝貴

広、渡邉裕人、野島拓朗◆西南学院大学

�酒本晶◆大分大学�喜多寛文、西村拓

海◆東京経済大学�西野有哉、岩�寛英、

武笠貴史、永井壱磨◆東洋大学�大木真

仁◆同志社大学�半田翔希◆防衛医科大

学校�安江貢、岡口佳祐、松本直子◆防

衛大学校�ブンヤプラパットサラ・ガン

ナパック◆北九州市立大学�穂坂真花、

古家一◆明治大学生田�中俣温、大町尚

仁、出月杏香里、石沢悠太、芳賀寛人、

�橋幸佑、鈴東佳奈、小林茜奈◆明治大

学体育会合気道部�小林達矢、松井一晃、

渡邊由映、岡優美香、小島正大、加藤大

喜、田村悠樹◆富山大学�荒谷優介◆高

知大学医学部�中村泰隆、上坊昌也、中

島寛子◆高知工科大学�伊志嶺朝史、川

口秀和、平田篤紀、石野杏奈◆U.S.A．

�C.Garcia◆BRAZIL�M. Nishioka、R.
Jantsch、L.Miranda◆ITALY�J.Zulueta◆
RUSSIA�A.Obolonskiy、D.Neustroev、A.
Khanov、E.Safarova、S.Tarasenko、A.Lit-
vinenko、A.Seregin、E.Popova、E.Frolova、
S.Semenyuk、A.Kondratchik、S.Erankin、
B.Yatsenko、E.Podovinnikova◆CZECH�
J.Lenart、A.Vrabik、J.Leisner、P.Born、Z.
Slaninkova◆FRANCE�G.Julien、L.Baum-
stark、M.Neyra、G.Benard、L.Nieva、P.Te-
jada、M.Benard、A.Guillabert、M.Secret、
S.Briand◆NORWAY�A.Omberg、S.Nil-
sen、T.Jaszewski、R.Roeysland、I.Trzebin-
ski、K.Hansen◆BULGARIA�H.Kirova、
A.Stoyanov、D.Mirchev、K.Dimov、G.Tren-
dafilov、T.Lulov、V.Nikolov、K.Genova、
V.Evstatiev◆POLAND�M.Proszowski、J.
Strukowski 、 L. Surowy ◆ MEXICO� S.
Cureno、M.Rubio、E.Grossman、E.Sanchez、
P.Cordova、S.Cordova◆ISRAEL�L.Feld-
man◆中国�黄宏達、唐蓉、鄭黄成、董

漢良、 梦雪、肖光皓、 莉、朱守 、

周立、 超、 芳、夏 、朱聖剛、張天

雋 ◆ NETHERLANDS� R. Beenakker ◆
LITHUANIA�A.Babkovskis、 P.Sliuzelis、
G. Sirgedas 、 M. Urbanaviciute 、 E.
Gimzunaite、D.Gurjanov、A.Grigaravicius、
L.Duburas、A.Kaminskaite、A.Ginelevicius
◆ IRELAND�E.Mchugh、M. Cheynet◆
GERMANY�S.Ekmann、A.Jabs、P.Pre-
issler、R.Ehmler、C.Artal、A.Junike、M.
Pottek、 P.Schreyer◆GREECE�R.Fytiza、
A.Tsili、P.Pergaminellis、A.Zolas、B.Gewin-
ner、F.Katsikas、I.Zachariou、R.Korcinski、
N.Mourtzakis、T.Fatsios◆HUNGARY�N.
Gigor、Z.Koncsik、R.Szabo◆ROMANIA
�G.Palaghian◆DENMARK�R.Soheili◆
UKRAINE�I.Derevianko、V.Novobranov、
I.Pugach、V.Naimark、V.Serdiuk、A.Yevdo-
kymova 、 Y. Chekeres 、 D. Fesenko 、 Y.
Koropets、I.Pysmenniy、D.Braun、S.Mish-
chenko、N.Sinyavskiy、V. Chapaiev、A.
Yusipenko、 I. Arefiev ◆ SWITZERLAND
�C.Halder、E.Sandoval◆TURKEY�F.
Tasci◆SINGAPORE�A.Lee、 艾玲、

葉奕劭、T.Shiba、S.Lua、 金 、宋

、阮友其、鄒 、C.Choo、K.Choy、
W.Koh、 彬◆中華民国台湾�陳建祥、

鐘仁甫、李憲昌、張登駿、張世潔、許碩

芬、宮原千佳子、林芳竹、嚴士龍

各各道道場場のの昇昇段段者者
３０年１０月１５日～

３０年１１月１４日

（公財）合気会登録


